



　ドイツの職人・商人・神秘思想家ヤーコプ・ベーメ（Jakob Böhme ［Boehme, 
Behmen］, 1575-1624; ドイツ語では「ボァーマ」と聞こえる）がここ20年ほど
注目されてきている。特にロンドン大学のアリエル・ヘサヨン（Ariel Hessay-

























Pordage, bap. 1607, d. 1681）は言う――ベーメを「理解している人はほとんど





















2 ポーデッィジについては Raymond ch. 5 も参照のこと。










































































































（25-26, 30; Edwards, Second 8）。
　実際にこう主張していたのは、例えば、今の歴史研究ではランターに分類さ
れるローレンス・クラークソン（クラックストン、Laurence Clarkson, pseud. 
Claxton, 1615-67）である7。曰く、「悪人の祈りが神にとって忌まわしい」8ように、























































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、あるいは自分または
0 0 0 0 0 0 0 0 0
他の誰かのなかに永遠に最高の支配権をもつ真の神がいる












0 0 0 0 0
にいる真の
0 0 0 0 0
、最高の支配者である神あるいは永遠に不死なる魂である



















伝えるべく神に選ばれて」、「愛の家族」または「愛の家」（the Family of Love, 
the House of Love）なる分派を創始した幻視者ヘンドリック・ニクラエス（Hen-










ている（Moss 22ff., 47ff., 74ff.; Rogers）。
　が、そんな糾弾・弾圧を超えてこの教派は生き残る。彼らは王ジェイムズ1
世（James VI and I, 1566-1625）に対して自己を弁護する請願を書いて1606年に
出版し、フランシス・ベイコン（Francis Bacon, 1561-1626）の著作にはこの請
願への言及がある。ロバート・バートン（Robert Burton, 1577-1640）の『憂鬱
の解剖』（The Anatomy of Melancholy, 1621-1651）は愛の家族を他の教派とひと
くくりにし、「礼儀も文字も知らない、思いこみの激しい馬鹿な奴ら」と呼ん
でいる（qtd. in Moss 54ff.）。トマス・ミドルトン（Thomas Middleton, bap. 1580, 
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イルズ・ランドル（Giles Randall, 生没年不詳）、ジョン・ソルトマーシュ（John 
Saltmarsh, d. 1647）、リチャード・シッブズ（Richard Sibbes, 1577?-1635）、ウィリ
アム・アーバリー（William Erbery, 1604/5-1654）、ウィリアム・ウォルウィン
（William Walwyn, bap. 1600, d. 1681）らの活動が目立つように、記録に残るように、





































ヴァート（Giles Calvert, bap. 1615, d. 1663）はニクラエスの著作の再刊、ソルト







ンをどうぞ』［Some Sweet Sips, of Some Spirituall Wine］には、はっきりベーメ的と言
える議論が見られない」――ジョウゼフ・サーモン（Joseph Salmon, fl. 1647-1656）



































































11 『大神秘』（Mysterium Magnum, 1654）において、性器は「獣だけがもつような、腸
のなかの死んだ蛆虫」（“bestial wormes-carkass of the bowells”）であり、「だから哀れ
な人々は今でも恥ずかしい思いをしている」（85-86, 78）。ターナー曰く、“wormes- 
carkass” は本来 “maggot-bag”（蛆虫袋）と訳すべき、とのこと（Turner 145）。




























































14 ベーメについて Turner ch. 4 の議論も参照。
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